
２００７年１０月１７日 

中日本高速道路㈱ 保全・サービス事業本部 

高速走行における逆走・誤進入防止対策の実施について 

 

NEXCO 中日本は、交通安全対策につきまして、チャレンジＶの「より安全・安心」に

基づき、様々な取組みを実施しています。今般、逆走・誤進入車両の走行は通常予期せぬ

形態であり、第三者を巻き込めば重大事故につながりかねないため、事象の検証を行い、

更なる逆走・誤進入防止対策を実施しましたのでお知らせします。 

 

（１）従来から実施している逆走・誤進入防止対策 
NEXCO中日本では、逆走・誤進入を防止するために、従来よりＩＣや休憩施設におけ

る安全施設の改善などの対策を行っております。具体的には、 

① ＩＣランプ部における矢印路面標示の設置、料金所前後の上下線を締め切るバリケ

ード等の設置、進入禁止標識の視認性向上の実施。 

② 休憩施設における駐車マスの出口向き配置への変更、方面案内標識の表示の変更の

実施。 

③ 休憩施設等におけるポスター・チラシでの啓発広報の実施。 

などの対策を実施して参りました。その結果、死傷事故が減少傾向にあり、対策の効果が

見られています。【別紙―１参照】 

 

（２）更なる逆走・誤進入防止対策 
今年度の更なる取組みとしまして、誤進入が見受けられるＩＣや、過去に逆走事案が確

認されたＩＣにおきまして、主に一般道側から料金所方面への誤進入を防止する対策を実

施しました。その結果、名古屋ＩＣでは、対策前と比較して誤進入台数が減少し、対策の

効果が見られています。【別紙―２参照】 

＜対策実施箇所と主な対策＞ 
■＜東名高速道路＞ 名古屋ＩＣ 

①ＩＣ入口車線のカラー舗装 ②Uターン禁止大型標識の追加  

③矢印路面標示等 

■＜東名高速道路＞ 厚木ＩＣ、焼津ＩＣ ＜名神高速道路＞小牧 IC 

①矢印路面標示 ②転回防止のためのラバーポール 

 

（３）「万が一、逆走・誤進入を発見したら！」 
 万が一、逆走車両を前方に発見した場合は、路肩等の安全な場所に停車し、衝突を避け

るとともに、非常電話、110 番、道路緊急ダイヤル（＃9910）や料金所係員に通報し

て下さい。 

 

（４）更なる逆走・誤進入防止対策広報 
 今回配布しました『高速走行に気をつけガイド』（折り込み広報紙）にも、逆走の記載

がございますので、参考にして下さい。【別紙―３参照】 

＜２００７年９月２０日定例記者会見『高速走行の要注意点個所！！』公表済み＞ 

 

NEXCO中日本としまして、以上のような逆走・誤進入防止対策を実施しておりますので、

高速道路をご利用の際は、標識等の表示を十分にご確認いただきながら、安全な走行に心が

けていただきますようお願い申し上げます。 

  

 



＜従来の逆走・誤進入防止対策＞         【別紙―１】 

①ＩＣ部における主な対策 

■矢印路面標示（追加対策）            ■バリケード（追加対策） 

 

②休憩施設における主な対策 

■駐車マスを出口向きに配置（変更）     ■方面案内標識（変更） 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

③啓発広報 

■ポスター・チラシなど 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

道路緊急ダイヤル 
安全啓発チラシ 
逆走防止ポスター 

高速道路の逆走（ビデオ） 
全国の1,406箇所の自動車教習
所、免許センターの講習で活用 

料金所前後の開口部をﾊﾞﾘｹｰﾄﾞで閉鎖 

『地名』表示から『本線』表示へ変更

 



小牧IC　逆走防止対策

国道41号（南行き）からの流入 国道41号（北行き）からの流入名古屋高速からの流入

名古屋高速

路面標示（矢印）の施工

ラバーポールの施工

①

①小田原厚木側合流部 ①小田原厚木側合流部 ②料金所側合流部

厚木IC　逆走防止対策

②

路面標示（矢印）の施工 路面標示（矢印）の施工 ラバーポールの設置＜転回防止＞ 路面標示（矢印）の施工

路面標示（矢印）の施工



 

【別紙－３】

＜表紙＞ 

＜安全啓発面＞ 
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